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 令和最初の所外活動はあいにくの雨となってしまいましたが，5 月 21日(火)に千葉市文化センターで行

われた「第 30回 心のふれあいフェスティバル ありがとう平成！そして新しい未来へ」に参加してきまし

た。 

当センターは作品展示に参加しました。日頃利用者の皆さんが心を込めて作った作品は，エコクラフトの

カゴ，手縫いのバッグ，一針ずつ縫い上げた刺し子，大切な人にあげたい一筆箋，くす玉やネックレスなど

の手工芸品です。参加者は，自分が作ったものが来場した方々に気に入ってもらえるかドキドキしたり，僕

が作ったんですよとアピールしたりと順番に売り子の係を行いながら我が子の様に見守っておりました。他

の参加団体の素晴らしいパフォーマンスや素敵な作品を見て，また自分たちもがんばって作品作りに励みた

いと感じました。 

◎照明が暗い会場と明るい会場では人の入り

が違うと思いました。今度またあると思うの

でエコクラフトのカゴを作りたいです。 

◎雨にもかかわらず沢山のお店が出ていてと

ても楽しかったです。また来年も参加したい

と思います。 

◎雨が降ったせいかな？バザーに来るお客さ

んが少なかったかな？ 

◎売り子さんをさせてもらいました。売れると

嬉しかったです。利用者の親御さんも買って

くれました。 

≪参加者の感想≫ 

≪特に印象に残った事≫ 

◎売り子をやっていた時に，いっぱい売れた事

です。 

◎刺し子が売れてまた作る励みになりました。

売り子も楽しく，美味しいお昼も食べて買い

物できて，とても楽しかったです。 

◎母親にバックを買いました。あなたのほしい

物は何ですか？ 

◎こころのよろず相談で，人生の悩みを相談し

ました。話を聞いて頂き気持ちがすっきりし

ました。 



      

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 139 回 利用者懇談会 
 

Ⅰ 意 見 箱（利用者の声）⇒今月はありませんでした。 
 
Ⅱ 6月の予定 
  ◎6 月は第５日曜を開館とする為，６/2，6/9，6/16，6/23 が休みとなります。 
  １) 6/ 8 (土) そば打ちとストレッチの会 10:00～会費 300 円 申込 5日まで 
  ２) 6/17(月) おやつ研究部 13:00～ 内容は「ところてん」です。材料費はシェア。 
  ３) 6/20(木) ふれあいプラザに行こう！ 12:30 出発以後閉館 申込 19 日まで 
  ４) 6/22(土) 利用者懇談会及び職員会議の為，15:00閉館 
  ５) 6/29(土) 開所記念バーベキュー大会 10:00～ 会費 500円 申込 22 日まで 
 
Ⅲ その他 
  6 月から，上智福祉専門学校より精神保健福祉士を目指す実習生が来ます。皆さんよろしくお願いします。 

けーしーしー 

鎌ケ谷コミュニティクラブ 

K C C 

 5 月 15日(水)の KCC は鎌ヶ谷市内にある施設の「ごぶ
ごぶ」の見学と体験を行いました。 
「ごぶごぶ」は障害福祉サービスの自立訓練施設で，木工

やライターの解体，園芸，燻製作り等の作業をしながら，地
域での生活の困りごとの相談や障害年金や手帳取得，就労を
目指す方の支援等それぞれの方の思いに寄り添い，「五分五
分」(対等な関係)を大切に支援されているとの説明がありま
した。この日は，普段行っているナッツ等の燻製作りを体験
させて頂きました。桜やりんごのチップで燻製されたナッツ
やチーズを頂きながら，利用者の皆さんや職員と楽しく交流
しました。貴重な体験をさせていただき，ありがとうござい
ました。 
次回のＫＣＣは 6 月１３日(木)，『とまとはうすで話そう』

です。登録された皆さんのお越しをお待ちしております。ま
た，見学や体験希望の方もご連絡をお待ちしております。 

 
 

シリーズでお届け！ 

 

 このコーナーでは，生活に関する出来事や話題を取り

上げ，利用者やご家族の皆さんと共に，生活の達人を目

指していきたいと思います。 

第 8 回目は「電話 de(で)詐欺」について考えます。 

 近頃いわゆる「アポ電」や「電話 de 詐欺」の被害が多
発しているとの報道があります。先日，利用者や職員の
自宅に知らない番号からの電話や心当たりのないハガキ
が送られてきたとあり，他人事とは言えない状況です。
今回は「電話 de 詐欺」について考えてみようと思います。 
 「電話 de詐欺（特殊詐欺）」とは，「電話その他の通信
手段を用いることにより，対面することなく，面識のな
い不特定の者をだまし，架空または他人名義の口座に現
金を振り込ませたり，現金を準備させて受け取りに来た
りする手口の詐欺」で「オレオレ詐欺」，「架空請求詐欺」，
「融資保証金詐欺」，「還付金等詐欺」等があるとの事。 
 その手口は市役所職員や銀行員を名乗り口座番号を聞
こうとする，息子や孫を名乗りお金の話をする，警察官 
を名乗りキャッシュカードを預かろうとする等様々で， 

県内では 1,300件程で 26 億円(平成 30年度)もの被害
があったそうです。被害にあわない一番の方法は直接犯人
と話さないとの事。話してしまうと電話 de詐欺の事は知
っていても騙されてしまう様です。対策は留守番電話や
ナンバーディスプレイの設定をする，迷惑電話対応の電
話機やサービス契約をする等が考えられます。 
 利用者や家族の皆さんの元に疑わしい電話やハガキ，
メールが来た事はありますか？詐欺にあわない様にお互
いの配慮が大切で，身に覚えのない物には対応しない事が
賢明です。思い当たる節がある，詐欺の様な電話やハガ
キが来た，騙されてしまった等があれば電話 de詐欺専用
ダイヤル（0120-494-506）に連絡するか，職員まで
お声かけ下さい。詐欺にあわない様皆さんで気をつけて
いきましょう。  ＜参考:千葉県ホームページ STOP！電話 de 詐欺＞ 


